様式第二号の四（第八条の二の四、第八条の二の七関係）
	産業廃棄物事業場外保管届出書

	平成２４年○○月○○日
　鹿児島県知事　三反園　訓　殿
　　　　　　　　支　 庁 　長 
　　　　　　　　地域振興局長　　　届出者　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所　鹿児島県○○市○○町１２３番地
　氏名　県庁建設(株)　代表取締役　県庁太郎
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号　099△－△△－△△△△　　　

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律　　　　　　　　　の規定により、関係書類
及び図面を添えて届け出ます。

	保管の場所に関する事項
	所在地
	鹿児島県○○市○○三丁目１番２，３番４
　

	
	面積
	700㎡
（がれき類500㎡，木くず200㎡）

	
	保管する産業廃棄物の種類
	がれき類，木くず

	
	積替えのための保管上限又は
処分等のための保管上限
	がれき類（200㎥×７日=1,400㎥）

木くず（50㎥×７日=350㎥）

	
	屋外において容器を用いずに
行う保管の有無
（保管を行う場合にあっては
規則第１条の６の規定の例による高さのうち最高のもの）
	有　　
がれき類

（５ｍ）

木くず

（２．５ｍ）

	保管開始年月日
	　平成２４年○○月○○日

	備考

積替えのための保管上限又は処分等のための保管上限には、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条第１項第１号ホ又は第２号ロ（３）の規定により保管することができる産業廃棄物の数量を記入すること。


（日本工業規格　Ａ列４番）
保　管　場　所　の　平　面　図　記　載　例

                             20m



10m

10m


木くず保管場所

5m  （最大の高さ：2.5m）

25m
      5
                                       m
   　　　　　がれき類保管場所
　        　（最大の高さ：5m）

20m
〈最大の高さの求め方〉

　　　　　　　　　　　　　 　　　　Ａ：Ｂ及びＡ：Ｂ｀がそれぞれ１：２の時

Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　＝「勾配５０％」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（例）長さＢ（Ｂ｀）が１０ｍの

　　　　　　Ｂ　　　　　　　　Ｂ｀　　　　　　　　場合，Ａの高さは最大５ｍ
〈積替のための保管上限及び処分のための保管上限〉

【積替えのため保管（別の中間処理業者に持っていくための一時的な保管）の場合】
・当該保管場所における１日当たりの平均的な搬出量×７＝保管上限

【処分のための保管（自社の処理施設を使用して処分するための保管）の場合】

・当該処理施設の１日当たりの処理能力×１４＝保管上限
（ただし，建設業関連の木くず，コンクリート破片の再生に係る施設の場合は，処理能力×２８＝保管上限）
〈添付書類〉

・保管場所の平面図（上記参照）及び付近の見取り図（住宅地図の写しでも可）
・保管場所の使用権原を証する書類（登記事項証明書，賃貸借契約書等の写し）
保管場所が鹿児島市内の場合


鹿児島市廃棄物指導課へ提出


保管場所が鹿児島市以外の県内の場合


鹿児島県廃棄物・リサイクル対策課へ提出





届出事項の変更時


「事業場外保管変更届出書」


保管の廃止時


「事業場外保管廃止届出書」





押印不要





第１２条第３項前段（事前届出）


建設工事で生じる産廃の事業場外保管


第１２条第４項（事後届出）


非常災害のための応急措置による保管





第12条第３項前段


第12条第４項 





「アスファルト殻，コンクリート殻」ではなく，「がれき類」，「ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず」等の産業廃棄物の種類を記載すること。





複数の区画で保管を行っている場合は，種類ごとの面積まで記載すること。





・積替えのための保管の場合


「１日の平均搬出量×７日＝保管上限」


・処分のための保管(自社施設による処分)の場合


「施設の処理能力×14日(28日)＝保管上限」


（裏面の資料を参照のこと）





・鉄箱・フレコンバッグ等容器を用いる場合


「無」と記載


・容器を用いない場合（野積み等）


「有」と記載し，種類ごとに最高積上高さを併せて記載（裏面の資料を参照のこと）





事務所









